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■開催時間 9:00～17:50 

時刻 セクション   演題（発表順） 発表者等 備考 

8:30 ～ 9:00 大会受付   受付開始／Zoomの立ち上げ ※接続確認   

9:00 ～ 9:05 開会式   開会の挨拶／事務局案内 学会長：平吹喜彦 司会： 田島 

9:05  9:20 

若手研究 

発表① 

（35歳以下） 

1 ホテイアオイを利用した陸水の水質改善−重金属収着とその機構− 〇増田航大（横浜国立大学大学院） 座長： 平山 

タイムキーパー 9:20 ～ 9:35 2 横浜国立大学における準絶滅危惧種タシロランの分布と移動 〇松栄凜也（横浜国立大学教育学部） 

9:35 ～ 9:50 3 
東北地方太平洋沖地震・津波で攪乱された後背湿地におけるビオト

ープづくり 1. 植生調査とマスタープラン策定  

〇齊藤賢治（宮城植物の会），平吹喜彦（東北学院

大学），富田瑞樹（東京情報大学），杉山多喜子（宮

城植物の会），高橋千尋，阿部一敏（（公財）仙台市

公園緑地協会） 

9:50 ～ 10:05 4 
バイオマス産業都市における木質バイオマス発電事業の導入実態に

関する研究―事業概要と事業者間の連携状況に着目して― 

〇後藤佑綺，田島洋輔（日本大学理工学部）， 

小野寺亮太（日本大学大学院） 

10:05 ～ 10:15 （休憩 10分）  

10:15 ～ 10:30 

若手研究 

発表② 

（35歳以下） 

5 
宇宙 LiDARデータの検証に向けた多方向 UAV観測によるバイオマ

ス計測手法の考案 

〇加藤亮大（千葉大学大学院）,平山英毅（千葉大

学 CEReS,東京情報大学）,三橋怜（JAXA、千葉大

学大学院）,梶原康司,本多嘉明（千葉大学CEReS）  

座長： 矢ケ崎 

タイムキーパー 

10:30 ～ 10:45 6 
津波撹乱跡地における人為改変程度に着目した植物の潜在的分布

域の変化 

〇田畠斗夢（東京情報大学大学院），富田瑞樹（東

京情報大学），平山英毅（東京情報大学・千葉大学

環境リモートセンシング研究センター），菅野洋（水

と空），平吹喜彦（東北学院大学），原慶太郎（東京

情報大学） 

10:45 ～ 11:00 7 
盛土区と津波攪乱跡区におけるクロマツの樹高成長にNDVI・土壌

水分・隣接木との競争が与える影響 

〇大垣岳斗（東京情報大学大学院），富田瑞樹（東

京情報大学），平山英毅（東京情報大学・千葉大学

環境リモートセンシング研究センター），平吹喜彦

（東北学院大学） 

11:00 ～ 11:15 （休憩・オンライン発表準備 15分）  

11:15 ～ 11:30 

若手＋一般 

（オンライン） 

8 仙台市汀沈釜湿地における希少湿生植物の分布について ■宮本寛史（広島工業大学） 座長： 富田 

タイムキーパー 
11:30 ～ 11:45 9 

ベトナムクエホン県の雲霧林に生育する黄花ツバキ（Camellia 

quephongensis）  

■高橋和也，西川博章（NPO法人エコ・地域文化

研究会），濱田知宏（株式会社ラーゴ） 

11:45 ～ 12:00 10 
太平洋側北限付近に植栽されたタブノキポット苗の 11年間の成長

過程について 

■林寿則（IGES国際生態学センター），旭誠司（横

浜ゴム株式会社）  
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時刻 セクション   演題（発表順） 発表者等 備考 

12:00 ～ 13:00 総会（30分）／昼食休憩（30分）  

13:00 ～ 15:00 
シンポジウム 

（120分） 
 

自然環境復元学会・日本ビオトープ協会 合同シンポジウム 

「都市で創るいきものあふれる世界―今、私たちが目指すもの―」 

〇司会進行：矢ケ崎朋樹（（公財）地球環境戦略研究機構） 

〇直木哲（直木技術事務所代表，（公財）都市緑化

機構，日本ビオトープ協会技術委員長ほか） 

〇野澤日出夫（日本ビオトープ協会相談役，（公

財）こいわい農場財団評議員ほか） 

〇吉野知明（エスペックミック株式会社代表取締役

社長，自然環境復元学会理事・事務局長ほか） 

〇田島洋輔（日本大学理工学部助教，自然環境復

元学会理事 兼 事業企画委員長ほか） 

 

15:00 ～ 15:10 （休憩 10分）  

15:10 ～ 15:25 

一般研究 

発表① 

（36歳以上） 

11 湾曲部に設置した石組み帯工による河川環境改善 〇安田陽一（日本大学理工学部） 座長： 小山田 

タイムキーパー 15:25 ～ 15:40 12 里山の景観再生と里山ウェルビーイング 〇原慶太郎（東京情報大学） 

15:40 ～ 15:55 13 
都市に創られた 11 年生里山・緑地における植物利用体験に基づく

便益評価の試み−新川崎ふれあい公園「体験の森」の事例 

〇矢ケ崎朋樹（地球環境戦略研究機関），千葉美

佐子，柳下弘子，宮本和彦（幸まちづくり研究会） 

15:55 ～ 16:10 14 日本の伝統行事（しつらいもの）と二次的自然（里山）環境との関わり 〇金子是久（北総生き物研究会） 

16:10 ～ 16:20 （休憩 10分）  

16:20 ～ 16:35 

一般研究 

発表② 

（36歳以上） 

15 
『岩手県における海浜性希少植物の消失リスクの推移と生息域外保

全に関する取り組み』～絶滅する前にできること～ 

〇小山田智彰，鞍懸重和，千崎則正（岩手県環境

保健研究センター） 

座長： 金子 

タイムキーパー 

16:35 ～ 16:50 16 
持続可能な未来へ向けて～カーボンオフセットを超える自然環境保

全の重要性～ 
〇沖浩志（合同会社アルコ） 

16:50 ～ 17:05 17 
「自然共生サイト」におけるスポーツフィールドの課題と展望 

－とくにゴルフ場とスキー場の生物多様性保全について－ 
〇春田章博 （春田環境計画事務所） 

17:05 ～ 17:15 （休憩 10分）   

17:15 ～ 17:25 若手研究 

発表③ 

（中高校生） 

18 外来生物を資源に ～ジャンボタニシの液肥化～ 
■濱田寛大、遠山琥太郎、佐藤光華、黒川絢可

（明治学園中学高等学校）  

司会： 平山 

タイムキーパー  

17:25 ～ 17:35 19 竹材の有効利用～防ナメクジ剤～ 
■西村大嬉（明治学園高等学校）、金城虎之介（明

治学園中学校）  

17:35 ～ 17:50 閉会式   表彰式／閉会の挨拶 理事（主席）：原慶太郎 事務局案内 

 


